
 

 

令和元年度 第２回運営委員会議事録 

 

■日時：令和元年６月 18日（火）14:00～16：00 

■場所：鶴ヶ島市市民活動推進センター 

■出席：宮﨑弘子、木内勝司、佐藤英人、浅井敬三、廣川千恵子、山本実穂、金澤光 

■議長：木内勝司 

■書記：山本実穂 

■資料：令和元年 NPO法人荒川流域ネットワーク アユ関係の調査進捗状況と予定(金澤) 

 

 

■協議内容 

1.アユ関係の調査進捗状況と予定 

1)菅間堰魚道下の魚類相調査 4月 3日〜5月 15日の間 15回 

 

2)中山堰新設魚道遡上効果調査 5月 15日〜6月 8日の間 6回、 

 ビデオ撮影遡上確認済み、遡上数判定作業が残っている 

 

3)浅間堰仮設魚道効果調査 6月 8日〜14日の間 4回、ビデオ撮影済、 

  6月 20日〜6月下旬の施設撤去まで行う予定 

 ・仮設魚道撤去期限 6月 15日以降への延期変更依頼を鈴木代表から土地改良区へ連絡する予定。 

 

4)標識アユの再捕調査  調査予定日程表の作成(金澤) 

①入間漁協管内：6月 1日友釣り解禁調査矢颪堰下で 2尾(標識アユ捕れず)、以後も継続予定 

・8月 1日投網解禁日から豊水橋下流より継続的に実施予定 

・10月 12日の投網特別解禁には狭山市中橋下流で実施予定 

・田島屋堰前後を[アユに遊ぶ会]に協力依頼する(鈴木) 

②武蔵漁協管内： 

・7月 1日の投網解禁、中山堰上流域で調査開始予定。加藤氏(川島町)や梅沢氏に協力依頼予定 

③埼玉西部漁協管内：8月 1日の投網解禁で、標識アユの遡上を確認する予定 

 

5)アユ調査の各漁協の遊漁料承認証の購入 

・入間漁協鑑札：準組合員 7,500円×4名(佐藤正康､浅井) 購入(金澤) 

・武蔵漁協鑑札：準組合員 6,300円×5名(金澤､佐藤正康､浅井) 購入(山本が白石氏経由で) 

・埼玉西部漁協鑑札：正組合員 5,200円×1名(鈴木)､準組合員 6,300円×4名(金澤､浅井) 

 購入(金澤) 

・カッコ内の氏名以外の計 6名分は金澤が管理。 

 

6)アユ地曳網漁イベント 

・チラシ作成：6月末までに鈴木代表が退院作成できない場合は、昨年のチラシを修正(木内) 

・例年のスタッフ協力者の名簿を鈴木代表に作成してもらう。 

・実施準備のマニュアル作成(金澤) 



 

 

 

・8月 10日(土) 都幾川(嵐山町二瀬) ：武蔵漁協 

・8月 18日(日) 高麗川(日高市獅子岩橋下流) ：埼玉西部漁協、鈴木正組合員で対応 

・9月 8日(日) 越辺川(鳩山町石今橋下流) ：埼玉西部漁協、鈴木正組合員で対応 

・アユ地曳網漁許可漁業権の購入： 

武蔵漁協(約 20,000円)は、伊得組合長同行(伊得氏の都合が付かない場合は他組合員にお願い

する)(鈴木代表より依頼予定)。 

埼玉西部漁協は購入する(15,000円)。 

5月 17日の放流アユ購入金は未支払いである(埼玉西部漁協) 

 

7)調査用投網の準備(新人養成用他) 

 16節､14節､12節の各 3統：6月 27日に高坂倉庫から搬出予定(金澤､山本) 

 

2.魚道補助施設関係 

・菅間堰： 3月 28日 設置(鈴木､浅井､菅野､山本悦男､山本晃司)、 

 4月 7･13日 補修作業(山本え､山本み)、 5月 26日 撤去作業の下見(山本え､山本み) 

 5月 30日 撤去作業(佐藤英人､菅野､山本え､山本晃司､山本み) 

・浅間堰： 4月 28日 設置(鈴木､浅井､山本悦男)、 5月 4日 補強作業(山本悦男)、 

 6月 14日 堰板を高坂倉庫から運搬(山本え､山本み) 

 6月 27日(木) 9:00〜 撤去作業予定、参加予定者：千葉､浅井､山本悦男､山本実穂 

 

3.水質調査 

 ほとんどの地点が 6月 2日に実施済、6月末までに大熊理事に結果データ提出→渡邊理事への予定 

 

4.ホームページについて 

 掲載予定 ・「水質調査を実施した」 

   ・役員改選と総会資料 

 

5.今後のこと 

 ・事業担当者が急病の事態に備え、担当は複数人で行うようにする 

 ・若手の育成 

 

 

 

◆次回 令和元年度 第 3回運営会議 

 日時：2019年 7月 16日(火)14:00〜 

 場所：鶴ケ島市市民活動推進センター 

以上 


